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新体制のご紹介
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●生産･消費動向

●投資動向

●雇用情勢･景気動向

経済動向
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平成27年度の業績
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損益状況
減収となるも経費や与信費用の減少により、経常利益は過去最高

平成27年度業績の概要

4

（百万円）

26年度 27年度 前年比

経常収益 16,914 16,604 △310

業務粗利益 13,903 13,456 △447

資金利益 12,667 11,940 △727 ①

役務利益 1,220 1,161 △59

その他業務利益 15 355 340

うち債券関係損益 64 428 364 ②

経費 10,833 10,572 △261 ③

業務純益
（コア業務純益）

3,070
（3,006）

2,884
（2,455）

△186
（△551）

株式等関係損益 6 53 47

総与信関連費用 △106 △208 △102 ④

経常利益 3,329 3,363 34

特別損益 412 27 △385

当期純利益 2,185 2,107 △78

【主な増減要因】 （百万円）
①資金利益 △727

うち貸出金利息の減少 △240
うち有価証券利息配当金の減少 △546
うち預金利息の減少 5

③経費 △261
うち物件費の減少 △305
（うち預金保険料の減少） △223
うち人件費の増加 8

④総与信関連費用 △102
うち個別貸倒引当に関する影響 △115
うち貸出金償却に関する影響 △63
うち一般貸倒引当に関する影響 83
うち偶発損失引当に関する影響 31
うち償却債権取立に関する影響 △40

②債券関係損益 364
うち債券売却益の増加 358
うち債券償還益の減少 △34
うち債券売却損の減少 40

過去
最高

過去
最高



8,661 

8,830 8,862 

8,000

8,500
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25/3末 26/3末 27/3末 28/3末

（億円）

０

9,084億円
前期末比2.5%増

年間増減額 +221億円
個人預金 +149億円
法人預金 △45億円
公金預金 +113億円
金融預金 +5億円

預金残高 鳥取県内預金残高･シェア
預金残高は前期末比+221億円増加、期末では初の9,000億円台へ
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（出所：当行管理資料）

預金
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6,432 

6,743 
7,041 
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7,219億円
前期末比2.5%増

年間増減額 +178億円
中小企業向け +9億円
個人向け +51億円
公共向け +67億円
その他 +49億円

貸出金残高
貸出金残高は引き続き増加し過去最高を更新、貸出金シェアは38.6％に上昇

鳥取県内貸出金残高･シェア
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（出所：当行管理資料）

貸出金
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1,881 1,949 1,850 

0
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25/3末 26/3末 27/3末 28/3末

（億円） 1,530億円
前期末比17.3%減

年間増減額 △320億円
国債 △81億円
地方債 +34億円
社債 △49億円
外国証券 △73億円
その他 △150億円

有価証券残高

有価証券評価損益

有価証券の半分以上は安全性･流動性の高い国債･地方債で運用

27/3末 28/3末 増減
評価損益 80 71 △9
株式 8 1 △7
債券 20 39 +18
その他 51 30 △20

（億円）

国債
37.0%

その他
証券

11.2%

地方債
34.1%

残高構成比（28/3末）

株式
3.8%

社債
13.2%

外国証券
0.7%

有価証券
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自己資本比率 不良債権比率（金融再生法ベース）
自己資本比率は引き続き10%台を確保、不良債権比率は１％台と低水準
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当行 地銀平均 （%）

27/3末 28/3末 増減
自己資本 493 493 +0

うち調整項目 △10 △13 △3
リスク･アセット等 4,631 4,583 △47
自己資本比率 10.65% 10.76% +0.11%

（億円）

27/3末 28/3末 増減
不良債権額 126 115 △11
正常債権 7,050 7,234 ＋184
総与信額 7,177 7,350 ＋173
不良債権比率 1.76% 1.56% △0.20%

（億円）

バーゼルⅡ← →バーゼルⅢ

健全性
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平成28年度は経常利益20億円、当期純利益13億円を見込む

（億円）
27年度 28年度予想 前年比

業務粗利益 134.5 133.0 △1.5
資金利益 119.4 112.0 △7.4
役務利益 11.6 13.5 1.9
その他業務利益 3.5 7.5 4.0

うち国債等債券関係損益 4.2 8.5 4.3
経費 105.7 112.0 6.3

うち人件費 47.3 51.0 3.7
うち物件費 52.8 55.0 2.2

実質業務純益（一般貸引調整前） 28.8 20.5 △8.3
コア業務純益 24.5 12.0 △12.5
与信コスト △2.5 1.5 4.0
経常利益 33.6 20.0 △13.6
当期純利益 21.0 13.0 △8.0
1株当たり配当金（年） ※株式併合勘案前 6.00円 6.00円 ±0円
年間配当額（百万円） 562 562 0
配当性向（%） 26.6 43.2 16.6

平成28年度業績予想

業績予想
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